
自然史博物館と大学の連携

静岡県立自然史博物館設立に望あもの

塚越 哲

自然史博物館はその歴史の中で、特にヨーロツ

パでは近代国家の成立とともに複数の役割を担

う機関として整備されてきた。植民地IE「策当0き、

国外から持ち込まれた莫大なモノの蓄積をイ子う

とともに専門家を配置して研究の拠点とする一

方、展示に代表される啓蒙活動、ひいては国力

の誇示を担う機関として位置づけられてきたと

いえる。明治期に入るとともに近代国家として

急速な変貌を遂げた我が国においては、残念な

がら博物館のこの多面的な役割について、特に

後半部分が強調されてきた傾向を否定できない。

博物館がもつ本来の役割を発揮するためには、

前号の巻頭言で柴正博氏も指摘しているように、

学芸員の存在が不可欠である。なぜなら、博物

館に収蔵されているモノ=資料のもつ価値は、

単にそれが収蔵物として存在するだけでは発揮

されないからである。収集されたモノが資料と

して学術的価値を発揮するためには、当該資料

に対する専門知識に基づいた深い学識が必要と

される。言い換えれば博物館のもつ学術資料が

学術的価値を発揮するか否かは、その資料を研

究する学芸員の力量に依存していることになる。

博物館で必要とされる高い資質をもつ学芸員

は、高等教育の機能をもたない博物館で独自に

育成されることはない。学芸員となる人材を輩

出するのは、当然ながら最高学府である大学の

使命となる。しかしながら、日乍今の大学が置か

れている状況により、大学における自然研究 。

教育は大き<偏つたものとなつている。

本来自然を理解するアプローチとして、大き<2
つの方向性を見ることができる。一つは事象を小さ

な単位から次第に大きな単位を包括的 0体系的にと

らえようとする全体論的な方向性であり、もう一方

は事象をより細かな単位に分|すて理解しようとする

還元論的な方向性である。両者は車の両輪のように

相補い合いながら、自然科学を推し進めてゆ<もの

であるが、現在の大学においては、今子 。原子レベ

ルでの理解に基づいた高度な分析機器の発達に支え

られ、短3寺間に成果が上がる後者の方向|1生が非常に

強しヽ ―万システムとしての自然をとらえようとす

る全体論的ス獅脇 は、データの収集に膨大な労力が

かかり、また結果が出るまでに長い時間を必要とす

るたは 厳しい競争下に置かれる大学の中では今や

少数にとどまつている。自然界から網羅的に=狽情

報を収集してその体系を帰納的に理解する手法は、

生物や環境保全の重要さが叫ばれる昨今におい

ても、残念ながら大学の中では主流とはいえな

いのである。

ここで重要なことは、博物館と大学各々が互い

に欠けたもの=補い合えるもの、をもつているこ

とである。博物館は大学では少数派となつてしまつ

た全術 甫的なアプローチが実践される場であるし、

一方大学は博物館が必要とする高度に教育され

た人材を育成する場である。筆者が静岡大学理学

部1墓譜を置いて思うことは、学生たちは思いの

外、還元論的学問だけでな<、 自然の観察や記

載を主眼とする全体論的学問にも高い興味をもつ

ていることである。lplぇば平成 18年度より静岡

大学理学部に開設された「博物館学芸員資格コー

ス」の受講者は年々増力□し、今年度の「博物館資

料論」の受講者はこれまで最高の 60名に達して

いる。博物館はこのような学生をこそ、濡来の博

物館を担う力量ある学芸員候補者として位目寸け

ることができる。同0寺に大学と連携すれば、最新

の分析技術や情報を導入して博物館の研究の高

度化をはかることができるだろう。一方大学は、

長い0き間をかけて膨大なデータを処理しない限り

知ることのできない生物や地球環境の諸問題につ

いての教育研究を実践できる場として、博物館を

大いに)舌用することができよう。

大学と博物館がこのような相補的要素をもち

合うにもかかわらず、わが国では両者による有機

的な連携が実践されて来たとは言い難い。博物館

が展示等で実践する社会教育の主対象者は、義務

教育以前と社会人以降の年齢層であり、高等教

育を受けている年齢層は殆ど対象とされてこ

なかつた。現在静岡県に県立自然史博物館が設

立されることがようや<具体的になりつつある

が、‐その際はぜひ大学教育をも含めた「幼児な

ら高齢者までの―員教育」を博物館の柱として

ほしい。大学と―体となり、静岡県民全体が県

下の豊かな自然に目を向け、「学芸員の志」を

培える静岡県立自然史博物館の設立を切望する

ものである。



平成 23年度自然史学会連合請演会報告

標高差 7000mの自然史―富士出がら駿 ,コ湾まで一

柴 正博

自然史学会連合代表の西田治文氏の挨拶

平成 23年 11月 23日 (水)の勤労感謝の日

に、静岡市清水区の静岡市東部勤労福祉セン

ター「清水テルサ」の大会議室で、午前 100吉

から午後 40寺 45分まで、自然史学会連合講演

会「標高差 7000mの 自然史―富士山から駿河

湾まで一」が開催されました。この講演会は、

自然史学会連合が主催し、NPO静岡県自然史博

物館ネツトワーク (NPO自 然博ネツト)が共催

して開催されました。当日の参力0者は 135名で

した。

自然史学会連合は、動物学 。植物学・地学

など主に基礎的な野外科学に関連する 34の学

会が参力0して、自然史科学の研究・教育の振興

を目的として 1995年に設立された日本学術会

議の協力学術研究団体のひとつで、講演会は

2005年 から毎年、各県の自然史博物館などで

開催されてきました。

静岡県は日本のどの県にも増 して自然の豊

かな県で、このように豊かな自然を多<の県

民のみなさんに知つてもらうために、そして

このように豊かな自然をもつ静岡県にこそ、

現在の自然とその変遷を研究し学ぶための県

立自然史博物館があるべきであるという、静

岡県での県立自然史博物館設立の機運を推進

するために、自然史学会連合の講演会が開催

されました。

講演会は、自然史学会連合代表の西田治文

氏の挨拶につづいて、NPO自然博ネツトの柴に

よる趣旨説明があり、 10名 の講演者による静

岡県の自然史にまつわる以下のような興味深

い話題が提供され、総合討論の後、NPO自然

博ネツト理事長の天岸祥光氏の閉会挨拶で終

了しました。

最初の小山真人氏の講演である「火山がつ

<つ た富士山と伊豆の自然の風景」では、伊

豆の人山、特に今から 15万年前以降の伊豆東

部火山群の火山の特徴とそれがつ<り 出した

風景、それと 10万年前以降からどのように富

士山がつ<られたが、また火山災害やブォバー

クヘの取り組みなどが紹介されました。

増澤武弘氏の「南アルプスの自然をビジュ

アル標本に」では、そこに行<ま でに 2～ 3

日かかる残された自然である南アルプスの氷

河地形やお花畑の様子が、北なら南へ尾根伝

いに美しい写真で示され、南アルプスの自然

の現状やそれをビジュアルに体験できる展示

が提案されました。

大村嘉人氏の「静岡市清水区におけるウメ

ノキゴケの長期モニタリングと大気汚染の変

遷」では、ウメノキゴケという地衣類が大気

汚染によつて多様化や生息範囲が減少すると

いうことを利用した、静岡市清水区における

人気汚染の長期モニタリングの好夕」が紹介を

されました。本講演は、 1970年代に NPO自 然

博ネツトの理事でもある杉山恵―氏が行つた

塞石に付着したウメノキゴケの分布調査を継

続した仕事で、さらに講演地も清水というこ

ともあり、興味をもたれた参加者も多かつた

と思われます。

清 邦彦氏の「富士山から見た蝶と草原の

自然史」では、40年にわたる演者の富士山周

辺における蝶の分布調査の大量なデータをも

とに、蝶の生息特性と自然環境の変化を、美

しい蝶と富士山麓やモンゴルやシベリアの草

原の風景の写真とともに紹介されました。

村上正志氏の「柿田川がはぐ<ぬ生物群集」

では、湧水の河川環境は洪水もな<水温も安

定していて、生息する生物の生態系を把握し

やす<、 その中で特に鳥類がどのように川と

かかわつているかが示されました。

高橋啓―氏の「静岡, 日本,世界のナウマ



小山真人氏による講演 会場の様子

清 邦彦氏による講演

ンゾウ」では、静岡県浜松市西区佐浜で発見

されたナウマンゾウの完模式標本のこと、そ

れと約 40万年前～ 3万年前まで日本 |こ生息し

ていたナウマンゾウの分布や、ナウマンゾウ

がどのようなゾウを祖先として日本に移り住

んで、絶滅してしまつたかが解説されました。

塚越 哲氏の「間隙性オストラコーダの自

然史―垣間見る驚異の種多様性―」では、海

岸の砂粒の間に潜ぬ間隙性オストラコーダの

種がこれまで日本ではわずかしか知られてい

なかつたのが、数地点で調査しただけでもこ

こ 10年間で 80種以上の未記載種が発見され、

微小生物の多様性が想像以上に豊かである可

能性が示唆されました。

延原尊美氏の「黒潮の貝類相ができるまで :

海底地形のでこぼこが育んだ豊かな海」では、

黒潮の貝類相の多様性が地史的な温暖期から

寒冷期への変遷とともに日本の固有種として進

化したことと、遠州灘から駿河湾までの 400点

以上の海底から得られた貝類標本から、複雑

で多様な海底が形成される地殻変動の過程で、

貝類がさまざまな生息環境に適応した結果で

あることが紹介されました。

黒木真理氏の「ウナギという魚の博物学」

では、ウナギの食文化や静岡県での養鰻業の

発展と、現在起つているウナギの資源量の世

界的な減少など、文化・社会現象の中でのウ

ナギと、ウナギの生態と産卵場所の探査など

の、ウナギの生物として話を聞<ことができ

ました。

福井 篤氏の 研 海性魚類のもうひとつの

素顔―多様な仔魚期の形態―」では、深海性

魚類の採集調査の非常に大変な作業の様子と、

成体期とはかけ離れた形態や分布特性をもつ

イ5魚のい<つかの移」を見せていただきました。

この講演会では、地質や生物の大きいもの

から小さいもの、高い山地から深い海まで、

今まで知らなかつたさまざまな生物や、それ

らが生きていた、または生きている自然史の

話を聞<ことができました。そして、これら

の講演のほとんどが静岡県の自然と結びつい

ていて、静岡県の自然の豊かさと多様性を再

認識するものでした。

講演会を主催して<ださつた自然史学会連

合と、興味深<楽 しいお話をして<ださつた

講師のみなさん、そして講演会に参力0さ れた

多<の方々に感謝いたします。

自然博ネットの天岸祥光氏の開会挨拶



常設展『静岡県の自然史』

横山謙二

静 岡県の地 質

チョウの幼虫の絵の手苗き方を教える高橋先生

前号であ知らせしたとおり、静岡県自然学

習資料センターでは、8月から普及活動の―環

として常設展を行つています。

内容は、静岡県内の地質や動植物などを展

示してます。常設展といつても、時期によつ

てこれまでに行なつたミニ博・出前博物館な

どの展示物を入れ替えて、一部展示物が変わ

ろ展示になつています。現在は、静岡県内の

外来種の展示が、南アルプスの自然をテーマ

にした展示に入れ替わつています。

常設展示については、まだ当 NPO会員以外

には告知していませんが、それでもホームベー

ブや昨年からのミニ博などによる普及活動の

効果もあつてか、9月 12日 には静岡市立辻小

学校、10月 28日 に静岡県立静岡中央高等学校、

11月 10日 焼津市立豊田中学校などの学校関

係の見学がありました。9月 12日 の見学つい

ては、辻小学校イ貝」の依頼で、『昆虫の体のし<

みと生態』についての授業も行いました。授

業は、高橋真弓先生が行い、蝶の幼虫の簡単

な絵の描き方などの教科書に載つていない内

容や、実物標本を見せながらの説明など、学

校の教室では教わらない授業でした。今後も、

学校からの依頼があれば、自然学習資料セン

ターで収集保存している標本を活用した授業を

行つていきたいと思います。

また、常設展についても、見学者の見たい 。

知りたいという要望にこたえ展示を考えてい

きますので、要望があれば自然学習資料センター

の方まであ知らせ<ださい。

常設展『静岡県の自然史』

開館日時 :平日の午前 10時～午後 4時

見学を希望される方は 2階の事務室にて受

付を行つて<ださい。

お問い合せ :電話 。FAX 054-367-2111
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常設展示 南アルプスの 自然

標本を見せながら説明をする高橋先生



中川偲鷹原川上流の自然観察会報告

三宅 隆
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崩壊地を観察する 山犬の段での説 明

ホーキ薙に続く作業用道路

11月 13日 (日 )、 数日前からの雨も上がり、

快晴の観察会日和でした。静岡駅より車 5台に

分乗して、大本し山駐車場に 10時半頃到着しま

した。参加者は 22名。紅葉が期待されたので

すが、台風や気温のせいで、紅葉はしているも

のの、色づきは今―でした。大本し山から先は、

9月の台風で林道の土砂崩れがあり、一般車は

通行禁止です。我々は、許可をもらつて、慎重

に運転です。今回は、静岡大学の逢坂さんと東

海大学の柴さんが講師で、主に地質、地層の観

察会です。このイ寸近は「薙」と言われる大規模

な崩壊地が散在し、その観察が主体です。途中

で崩壊地を見ながら、露頭での地層の見方につ

いて講義を受けました。このあたりも、昔は海

の底で、何層もの地層が重なり、隆起や櫂曲を

繰り返し、中には地層が逆転していることなど

について学びました。

山犬の段に到着し、周辺の自然観察をしまし

た。シカやテンの糞を見つけたり、数は少ない

もののエナガやヤマガラなどの野鳥も見られま

した。

昼食後、静大の演習林の施設の横から続<、 作

業用道路を「ホーキ薙」まで歩きながらの観察

です。この道路は、「ホーキ薙」の治山工事の

ための道路で、できるだけ樹木の伐採と、切り

土面を少な<するため、工夫されているとの事

でした。周辺のブナ林や、中に点在するモミブ

を見たり、地層の露頭を観察しながら歩<こと

10寺間ほどで、「ホーキ薙」の上につきました。

大きな崩壊地の延長に線状凹地が見られ、地層

の櫂曲の様子や、法面の工事の様子が見られま

す。崩壊している露頭の崩落防止や緑化工事が

今後続けられるそうです。

このような崩壊は、永いながい地球の活動の

歴史の中で自然に起こることなのですが、それ

以外に無策な林道整備などにより人為的に発生

する崩壊も多<見られるそうです。これらを元

に戻すには莫大な経費と作業が必要です。自然

をよ<知 り、自然にやさし<、 自然と共にある

開発の必要性を痛感しました。

ホーキ薙



ススキセミタケ (冬虫夏草)について 高山壽彦

写真-2:ニイニイゼミから発生したセミノハ

リセンボン 2004年 9月 21日 、沼津市静浦

2010年 11月 29日 、静岡市駿河区丸子字赤口ヶ谷       写真-3:標 本から発生していた子実体

2010年 11月 29日、静岡市駿河区丸子字赤ロケ谷の斜面林にて、冬虫夏草を採集しました。標本は、『原

色冬虫夏草図鑑』 (清水大典,1994,誠文堂新光社)によれば、スズキセミタケCOrdyceps yogattmmfar7aに 悪

えました。しかし、同図鑑には極めて稀との記載があつたことなら、専門家に確認してもらうあ要があ

ると闇い、日本冬虫夏草の会の梶山直樹氏 。梶山0召子氏・大竹茂夫氏にご教示願いました。その結果、

標本はまちがいな<ススキセミタケと同定されました。大竹氏によれば、ススキセミタケはこれまでに

6-7伊」しか確認されていないということでした。

冬虫夏草の繁殖法には、有性的な繁殖を行う胞子をつ<る完全型と、無性的な繁殖を行う胞子をつ<
る不完全型があります。今回、報告するスズキセミタケは完全型にあたり、同種の不完全型としては、セ

ミノハリセンボンが知られています。セミノハリセンボンには、別の学者′Sa″a ra々am′zυsanensis

(PaecFromyces rillaci19υs)が与えられています。これは、無性生殖を行つている不完全型の方が確認しや

す<、 完全型が未確認である場合便宜上、不完全型にも学名を与えられること、また完全型の確認後も、

不完全型の記載には不完全型の学名が用いられるためです (た だし、今年7月 に二重命径法は見直

されました)。

同定を依頼した大竹氏によれば、標本なら、以下の事項も確認されました。

1)セミノハリセンボン型の分生子柄束 (シ ンネマ,Synnema)の確認

本標本には、分生子柄束 (無性生殖のためにつ<られる胞子がキノコ状に形成されたもの)があり、

これがセミノハリセンボンの分生子柄束 (写真-2でニイニイゼミから生えている灰色の突起物)に似て

おり、顕微鏡下では標本の分生子柄束と、セミノハリセンボンの分生子柄束に違いはないと判断される。

2)子実体 (ス トローマ,Stroma)か らの子嚢等の確認

本標本には、背中イ貝1に 2本、腹イ貝」に3本の子実体 (虫体から生えるキノコ状のもの)が見られる。この

子実体は長さ7～ 40mm、 結実部は長さ55～75mm、 径15～ 2mm、 柄は径06mm程度である。結実部

との境界はやや不明瞭。先端が鈍頭の梶棒形。色彩はほぼ黒色で、柄の部分は頭部よりはやや明るい

暗褐色 (写真-3)。 標本から生えている子実体から、子嚢殻、子嚢、子嚢胞子、二次胞子を観察できる。

本報告の標本で注目すべきことは、セミノハリセンボンと思われる分生子柄束が確認されたことです。

京都産の未成熟なセミノハリセンボンを室内で追熟させた結果、形態的にイリオモテクマゼミタケと思

われる子実体を発生させることに成功している事例も知られています。これらにより、イリオモテクマ

ゼミタケ、ススキセミタケの双万がセミノハリセンボン型の無性生殖を行う世代を持つ可能性が高い多

系統種と考えられます。            7

写真-1:アブラゼミがL    女ズキ盛じレ
2010年 11月 29日 、静岡市駿河区丸子字赤口ヶ谷



駿河湾の探海魚 (5)

ススキハダカ (その 7) 久保田 正 0佐藤 武

図2アラハダカ 体長67 0mm,雄 、駿河湾産

図3トゲハダカ 体長56 0mm,雌 、日本近海産 図4マガリハダカ 体長57 0mm,雄 、日本近海産

ススキハダカνrrOρわυ
“

ρ′″dυ′υmは、ハダカイワシ科魚類に属するススキハダカ属の1種で、太平

洋、大西洋、インド洋の温 。熱帯域の広い海域に分布しています。体長は、雌雄共に75mm位 にな

ります (図 1)。

前々報 (33号 9p)のイワハダカ (そ の1)で述べた本科魚類の夜間の分布様式の区分による

と、本種によつて代表されるススキハダカ属は①の海面上昇群に含まれます。昼間は水深200～ 400m位
のわずかに光の届<水層に生息していますが、夜間には餌をもとめて0～ lm位まで上昇し、明け万

には再び深い層に戻るという日周鉛直移動を繰り返します。本州太平洋イ貝」の駿河湾を含ぬ日本近海

では、日没後にプランクトンネツトを用いて表層水平曳きして得られる海面上昇群の中ではススキ

ハダカが最も多<、 優先種として知られています。ススキハダカ属には、本種以外にアラハダカ(図 2)、 ト

ゲハダカ(図 3)、 イバラハダカ、ヒサハダカ、ウスハダカなど8種類が含まれます。このような生活

をする魚が存在するために、夜間には海面でも深海魚を採集できるのです。かつて夜間に表層で採

集されたススキハダカを船内で直ちに水槽へ移し飼育を試みましたが、水槽の壁面に衝突して鱗が

泉」がれてしまい長0寺 間の飼育は困難であることを認識したものです。

また、ススキハダカ属の本種やヒカリハダカ、ナガハダカ属のマガリハダカ (図4)さ らにブタ

ハダカ属のブタハダカなどの多<の種類の鱗は円鱗(えんりん)で、プランクトンネツトに入つた後

の曳網中に鱗がほとんど尿」がれてしまいます。一方、ススキハダカ属のアラハダカ(図 2)、 トゲハ

ダカ(図 3)、 イバラハダカ、ウスハダカなどの種類は、剥がれに<い櫛鱗(し つりん)を 有しています。

このようにススキハダカ属内には円鱗と櫛鱗を有する両方の種類が存在しています。ススキハダカ

という和名の命名者は不明ですが、鱗の泉」がれた地肌の色がススキの穂が枯れて少し白つぼ<なつ

た状態と良<にているので付けられたと思います。

日本における本科魚類の本格的な研究は、海面上昇群の亜寒帯海域に分布するホクヨウハダカや

日本近海に分布する本種の標本を用いて開始されました。当0寺、日本近海に分布するススキハダカ

の学名はMyCrορttυ m affineで した。1963(昭 和38)年 頃に京都大学農学部水産学科の岩丼 保先生

が太平洋産と大西洋産のM.attη eの標本を比較したところ、細蓋骨の後縁の上部の形状が大西洋産

では丸<そ して太平洋産では鋭角であること、さらに鱗が大西洋産では櫛鱗であることなど明らか

な違いがみられ、それまで太平洋産のM.attneと されていた種は別種であり、M.n′″dυ′υmであるこ

とが明らかにされました。

図1 ススキハダカ 体長68 5mm,雌 、駿河湾産



静岡県て新たに発見された移A薩の淡水工じ ParaemOneres shensた

人員貴清

図 2:大顎 Aス ジエ ビ ,B.P.s′nensた

図 1 スジエビに似た外来種 ParaemOneres s′ nensた

近年、海外からの移入生物が国内で発見さ

れるり」が多<知られ、淡水性のエビ類におい

ても同様の

'」

があることが明らかになつてい

ます。有名な例ではアメリカザリガニやウチ

ダザリガニが国内で多<繁殖していますし、琵

琶湖や淀川水系では在来のミナミヌマエビに

酷似した中国産のシナヌマエビの生息が確認

されています。

筆者は、静岡県下に生息するスブエビの繁

殖生態を調査する過程で、浜松市にある溜池

にスブェビに酷似した淡水性のエビが生患し

ている事を発見しました。調査当初、筆者も

スブェビとして認識していましたが、抱卵し

た個体なら生まれてきた幼生の形態が明らか

にスブェビとは異なる事から、詳細な検討を

行い、この種が中国からシベリアにかけて生

息する ParaemOneles s′nensisであると同定

しました。

このエビは前述のとおリスブエビに大変よ

<似ており、体にある棘の位置や数はスブエ

ビのそれとほぼ同じです。また、模様も頭胸

部 1貝」面に逆ハの字の筋状斑があり、腹部の折

れ曲がる箇所 (いわゆる「腰」と表現される

箇所)にも太い筋状斑があるなどスブェビに

大変よ<似ています (図 1)oこれらのことか

ら従来の国内の検索法ではスブエビに同定さ

れます。

しかしながら、□器を解剖すると―番奥に

ある大顎という部分に、スブエビでは触%と
いう付属物がありますが、このエビにはあり

ません (図 2)。 この特徴からこのエビを同

定し、現地での生息調査を行つた結果、同地

での繁殖期は 5～ 9月であり相当数が生息し

ていることも分かりました。また、このエビ

はスブエビと違い卵から孵化後わずかな0寺間

で底生生活に移行することから、浮遊生活 0寺

代に海流やバラスト水によつて運ばれてきた

のではな<、 成体が人為的にこの水域に持ち

込まれたことが考えられます。

このエビは現在この溜池のみで確認されて

おり、移入過程や在来種への影響もまだ明ら

かになつていませんが、今後の分布の拡大や

在来種への影響などの動向を注意深<見守る

必要があります。
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自動撮影装置による竜爪山周辺の哺ヨ順 調査

一四季による哺7し類の経年変化一

佐々木彰央

ホン ドタヌキ イノシシ

ホンドジカ

静岡市清水区の竜爪山周辺ではニホンカモ

シカ、ホンドタヌキ、ハクビシンなど様々な

哺事し類がこれまで目撃されてきました。しか

し、彼らが日々どのような生活をしているの

なは不明なことばかりです。そこで、自動撮

影装置を使い 2011年 2月 1日 から竜爪山の

南北の斜面に標高差をつけて 2台ずつと山頂

に 1台の計 5台 を設置して調査を行つてきま

した。自動撮影装置は設置後から常に赤外線

を照射し、動<ものが赤外線に当たると装置

が作動し撮影する仕組みです。写真には日時

が記されるため四季の変化と共に彼らの活動

がどのように変わつてい<のかを探るきつか

|す となります。

自動撮影装置によつて 9月 30日 までに確

認された哺事し類はニホンカモシカ (63枚 )、

ホンドブカ (1枚 )、 イノシシ (10枚 )、 ホン

ドリス (1枚 )、 ニホンノウサギ (41枚 )、 ア

カネツミ属 (11枚 )、 ホンドタヌキ (129枚 )、

ホンドテン (69枚 )、 ニホンアナグマ (40枚 )、

ハクビシン (59枚 )、 ニホンザル (1枚 )の 11

種類 425枚 となりました。なお、アカネツ

ミ属は写真から種までを同定するのが困難だつ

たため属として記すことにしました。

多様な哺乳類が生息する竜爪山において彼

らがどのような経年変化をしてい<のか今後

も調査を続け、来年には結果を報告しようと

思います。

ニホンカモシカ
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ミニ博物館と出前博物館の開催
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県立中央図書館世界のアゲハチョウ展
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動物愛護フェステイバル

今年度 7月より、静岡県企画課より、静岡県

自然学習資料センターに現在ある資料を使つ

て、県民に普及啓もうを図る「静岡県自然史資

料活用事業」の業務委託を受け、緊急雇用者 2

Cを採用し、7月より事業を開始しています。

委託条件としては、平成 23年度内に、県内

各地で、期間を設定して展示するミニ博物館

を 7回以上、地域のイベントなどに出展 し、

体験学習を含めた展示を行う「出前博物館」

を県内、東部、中部、西部で各 1回以上があ

げられ、それにしたがつて準備、開催 してい

ます。

現在までに、ミニ博物館としては、富士山

こどもの国で「富士山の虫たち」「静岡県の外

来種」の 2回、静岡市立日本平動物園で「富

士山の生き物たち」、静岡科学館ろ 。<・ るで

「南アルプスの生き物たち」「静岡の野鳥」、

富士市環境フェア

静岡県立中央図書館で「世界のアゲハチ∃ウ

展」などを実施しました。また、出前博物館

として、静岡県動物愛護フエステイバル、静

岡科学館ろ・<。 るで実施した「教員のため

の博物館の日」、ふじさんめつせでの「富士

市環境フエア」などに参加しました。

今後は、浜北森林公園のバードピアや御殿

場「樹空の森」でのミニ博物館を、浜松科学

館や吉田町ちいさな理科館での出前博物館を

実施する予定です。

当 NPOの活動内容や、静岡県自然学習資料

センターのことを多<の来場者に知つてもら

える好機でもあり、宣伝効果もあるのですが、

これだけ数多<の展示会を実施するのは、作

業的、時間的、金銭的にも結構大変で、解決

しなければならない問題点が多<あ ります。
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静岡科学館る・く・る静岡の野鳥



「駿,コほねほね団」の結威 !!

水野米利子

初めての骨格標本作り

駿河ほねほね団」を結成

自然博ネツトでは今までに骨格標本作り1/1

験が数回行われましたが、自然学習資料セン

ター|こ ある動物の死1/4は 手つかずのまま、ほ

ぼ未整理の状態にありました。

そんな中、今年 3月 に静岡科学館「る。<。

る」のサイエンスピクニツクこ参力□した際、

大阪市立自然史博物館を拠点に事故等で死ん

だ動物の死体を採集し骨格標本作りをしてい

る「なにわほねほね団」とブースが隣同士に

なりました。彼らの活動内容を聞き、静岡県

自然学習資料センターに持ち込まれた動物の

死1/1も標本にし、整理しよう |と「駿河ほね

ほね団」を結成しました。結成されたとはい

え顧間の三宅さんを除き、ほぼ全員骨格標本

作りどころか解音」も未経験。毎回悪戦苦闘の

日々です。

初めての骨格標本作りは蛇 |こ 挑戦し、現在

は鳥の骨格標本を作成中です。

集められた死体は冷凍庫に保管されている

ので、まず解凍の作業から始めます。その後

皮を剥ぎ、肉や内臓をメスやピンセツト等で

丁寧に取り除いていきます。その後薬品で、

骨に残つた肉を溶かすのですが、この作業が

もつとも注意が必要です。死体の状態 (古い、

新しい、種類等)|こよつて薬品の濃度を変え

ないと骨が取れてしまつたり、溶けてもろ<
なつてしまうからです。また標本にする動物

によつては皮も標本として必要なため、皮を

きれいに取る必要があります。

私の担当したミドリニシキヘビは皮が尿」ぎ

やすい個体でしたが、他の団員のものは皮

に肉が <つついてしまつて皮に穴があいてし

完成した蛇の骨格標本

まいました。蛇の種類や腐敗の状態によつて

皮をはがしやすい物とそうでないものがある

ことがわかりました。鳥を最」製標本にする場

合は頭骨を一緒に残すので、同0寺 に骨格標本

にはできません。今回私たちが担当した鳥は

みな骨格標本にしたので最初 |こ羽を取り除<
作業をしました。

はじめての骨格標本作りが難易度の高い蛇

だつたので、最初からうま<い <はずもな<、

私の場合は蛇の肋骨が肉を溶かす過程でばら

ばらにとれてしまいました。他の団員のもの

はその時そんなに肋骨がこれる事はなかつた

ものの、乾燥させた後でぼろぼろと取れてし

まい、蛇の骨格標本作りはもつぱら肋骨を―

本一本つける作業に追われてしまいました。

しかしそのおかげで体の各部位によつて骨の

形状やつき方を学ぶことができ、今では取れ

てしまつた骨を元の場所に接着する作業はみ

なとても上手になりました。

まだ始めたばなりで、今は自分たちの作業

だ|す で手一杯ですが、団員の数を増やして、

もつといろいろな動物の骨格標本を作製でき

るようになりたいと思つています。

つ
」


